科学広報奮闘記―ラボと世間の狭間から

第３回　記者会見を開く

束になってまとめられたマイク、フラッシュの放列、後方にはテレビカメラが並ぶ―。

世間にありがちな、「記者会見」のイメージですが、私たち「科学広報」は、そんなものはほとんど経験しません。日本人がノーベル賞を受賞したときや宇宙に飛んだとき、原子力関係で事故がおきてしまったとき，そういった特別な場合を除けば、テレビで見るような派手な「記者会見」は、科学のまわりではおこりません。では、記者会見がないのか、というと、そんなことはなく、毎日のように、どこかで開かれています。冒頭のイメージよりも、はるかに地味に、粛々と、おこなわれているのです。

会見の形式

大学などで「記者会見」は、「記者説明会」という言葉が使われることが多いようです。今回も顕著な研究成果を広報する目的で開かれる場合を例にお話しましょう。会見を主催するのは、中央省庁などの記者クラブ側の場合もあれば、研究所や大学が独自に開いて、そこに記者を招く場合もあります。先号で説明したエンバーゴとよばれる情報公開解禁の日よりも少し前に、大学や研究機関から記者サイドに開催が周知されて実施されます。

いろいろな形式がありますが、研究成果発表の説明会として標準的なものは、開催時間全体がおおよそ45～60分程度で、最初の20～30分が研究者側のプレゼンテーション、残りが質疑応答になります。大学でおこなうような会見に、カメラの列、ということはあまりなく、3～5人の方を相手におこなうことも珍しくはありません。会見終了後に、個別の取材（いわゆる、ぶらさがり取材）がおこなわれるケースも多いです。とくに、テレビ局による取材がある場合には、会見を後ろの方から撮った映像だけでなく、記者の質問に直接答えるインタビュー映像を求められることがあります。

説明する側の研究者は、成果の責任者であるラボ主催者一人の場合もあれば、その論文の第一著者が最初に自ら話をする場合もあります。共同研究の場合には、複数の機関から、それぞれ発表者がいるケースもあります。

記者会見の成功って？

では、研究者や研究機関にとって記者会見の成功とは、どういうものでしょうか？とくに決まった定義があるわけではありませんが、広報担当者としては、何をおいてもまずは、記者の方々に集まっていただくこと、そして、それが記事やニュースとして取り上げられることです。なかなかさじ加減がむずかしいのは、「今回はおもしろうそう（あるいは重要そう）だから出席しよう」と思わせ，なおかつ出席後に「来てよかった」と思われるような実施案内を作成することです。案内は、Ａ４でわずかに1枚か多くても2枚です。短い紙面のなかで、どんな成果なのかを明確に伝えつつ、もっと聞いてみたいと思われるようなものにしようと，広報担当は案内を書いています。私個人が多少なり心がけているのは、ある程度明確でかつ、重要な質問が浮かぶような内容にすること。「どうやって、実施したんだろう？」「なんで思いついたんだろう？」といったこと。

私が手がけた会見のなかに、胃のピロリ除菌によってある種の糖尿病が完治した、という発表がありました
。「なぜピロリ除菌で糖尿病が治るんだろう？」という疑問と、「なんで糖尿病の治療にピロリ除菌を試したのだろう？」という疑問はすぐに浮かびます。臨床の成果であり、前者の「なぜ？」に対して、答えは今のところありません。また、後者の答えは、たまたま糖尿病患者が胃を患っていた、というものですが、それは会見の案内には書きません。紙幅も限られていますし、「興味を喚起する」ために必要にして十分であればよいのです。また、記者の方が疑問に思われる重要なことに対する答えをすべて先に提示するよりも、研究者の口から直に語られるのを聞いてもらうようにすることは、強い印象を与えるのに有効なようにも思えます。

落とし穴を避けること

記者会見には、独特の落とし穴も待っています。記者の方々は、比較可能で、定量的な言葉を待っています。そして、とくにテレビでは、十分でない時間のなかで、フレーズは短く切り取られます。主語と形容詞と動詞の一文が、前後の文脈から切り取られて、流布してしまうことに留意しないといけません。

たとえば、新規の治療法の可能性について、臨床試験に至るまでがいかに大変かを延々と語った上で、「臨床試験まで行けば、まもなく現場で使われるようになるだろう」と最後に喋ったとしても、前段を除いて、鍵括弧のなかだけが流布すれば、短期的に有望な治療法に思われてしまいます。この例では、「臨床試験に至るまでが長い道のりで、現場で使われるにはさらに数年以上ですが、何とかたどり着ければと思います。」などといった表現を使うことで、前段を切り取られたとしても、誤解される可能性を減らすことができます。「数年」などと言った具体的な表現を避けたくて、「間もなく」「もうすぐ」といった言葉を使うのも危険です。「間もなく」は、基礎研究者にとっては数年でも、世の中では数か月としか捉えられないことがあります。広報担当は、研究者の横に立って待っているだけではなく、個別のフレーズが切り取られた場合にどうなるか、気をつけながら聞いているのです。
また、会見後も仕事は続きます。テレビであれば、放映時間を確認し、新聞であれば、掲載を確認し、放映や掲載までの間はさまざまな質問や資料のやり取りをおこない、そして掲載後には感想を伝えます。ここはあまりやらない広報が多いようですが、私自身は可能な限り、研究者の記事やニュースに対する感想や意見も含めて、記者にフィードバックするようにしています。研究者の方によっては、また、記事によっては、辛口のコメントを頂くこともあります。頭ごなしにけなすのではなく、掲載そのものには御礼を伝えながら、研究者の感じる問題点を伝えます。多少、険悪な雰囲気になることもありますが、そこを越えてコミュニケーションが深まっていくこともあるのです。
記者会見の効用

さて、資料配布だけの場合と違って、記者会見を開くことで得られるメリットは何でしょうか？文書の場合と違って、詳細に説明することができますし、文書で招きがちな誤解を正すことができます。そして、一斉に説明することで、個別に質問に対応するよりも時間を節約できます。また、記者会見を開くとこちらの「気合」が伝わり、発表が重要であると認識されやすくなる場合もあります。とはいうものの最大のメリットは、記者の方々と研究者との直接の接点を作れることです。記者会見は，記者に何かを伝えるのはもちろんですが、記者を通して世の中の人々が研究に対してどのような関心をもっているかを研究者に伝える重要な機会なのです。記者の方がその場で知りたいと思ったことを、その場で研究者が答え、そして、時に、直接的な答えがないために、共に考えることも。記者の方にとっても、記者の視点での知りたいこと、と、研究の現状とのギャップを生で感じる機会になります。広報担当者が介在していてはなかなか伝わらない何かをコミュニケーションすることにつながるのです。

次回は、報道機関による取材について話をしましょう。
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